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中央大：大学全体ではやや減少だが、共テはやや増加で２年連続増加   一般：-2,869 人 共テ：+1,076 人 

 
主な入試変更点 選抜方法：文(人文社会／学びのパスポートプログラム)<学部別・英語外部試験利用＞…新規実施 

総合政策<学部別・共テ併用>…合否判定について個別の外の基準点廃止 

経済、商<学部別Ｉ・一般>、<学部別 II・一般> 

…国+外+(歴公 or 数)  ※歴公、数を両方受験した場合は高得点の方を採用 

→国+外+(歴公 or 数)  ※歴公、数は試験実施時間を同一時間で実施(２教科選択不可) 

COMMENT   ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

大学全体では、1,793 人(97)のやや減少。８学部中増減が４学部ずつ。国際経営(119)が大幅増加、一方で文(87)、経済(89)が

10％以上の減少。方式別では、一般方式 2,869 人（94）はやや減少。共通テスト利用方式 1,076(105)はやや増加で２年連続増加。 

<一般方式> 

○文(82)は、２年連続増加の反動で大幅減少。志願者数は 6,000 人を下回った。専攻別では、14 専攻中 13 専攻が減少。(人文社会

／フランス語文学文化)(48)は２年連続激増の反動で半減以下、(人文社会／中国言語文化)(65)は２年連続大幅増加の反動で大幅

減少、(人文社会／心理学)(72)は２年連続増加の反動で大幅減少、(人文社会／社会学)(76)は前年度大幅増加の反動で大幅減

少、(人文社会／ドイツ語文学文化)(77)は大幅減少で２年連続減少。一方で、唯一増加の(人文社会／哲学)(132)は４年連続減少

の反動で大幅増加。 

○法(100)は、前年度増加の反動はなく１人増加の前年度並。学科別では、３学科中２学科が増加。(政治)(118)は２年連続大幅増

加、(国際企業関係法)(102)は前年度増加の反動はなく前年度並。一方で、(法律)(94)は前年度増加の反動は小さくやや減少。 

○総合政策(104)は、やや増加で３年連続増加。学科別では、(政策科学)(111)は前年度 50％以上の大幅増加に引き続き増加で３年

連続増加。一方で、(国際政策文化)(96)は２年連続大幅増加の反動は小さくやや減少。 

○経済(89)は、前年度３年ぶりに増加したが再び減少で、志願者数は 10,000 人を下回った、学科別では、４学科中３学科が減少。(公

共・環境経済)(73)は２年連続増加の反動で大幅減少。(国際経済)(77)は６年連続増加の反動で大幅減少、(経済)(93)は前年度増

加の反動でやや減少。一方で、(経済情報システム)(131)は前年度大幅減少の反動で大幅増加。 

○商(93)は、やや減少。2021 年度以降前年度の反動による増減が継続。学科・コース別では、９学科・コース中、６学科・コースが減少、

３学科・コースが増加でいずれも前年度とは逆の増減。(経営／フレックス)(76)、(金融／フレックスPlus1)(82)はいずれも前年度大幅増加

の反動で大幅減少。一方で、(会計／フレックス Plus1)(111)、(金融／フレックス)(111)はいずれも２年連続減少の反動で増加。 

○国際経営(98)は、微減だが新設２年目の 2020 年度以降５年連続減少。募集単位別では、<学部共通４教科>(73)は大幅減少、

<学部共通３教科>(90)も減少。 

○国際情報(106)は、２年連続減少の反動は小さくやや増加。方式別では、<一般>(107)、<英語外部試験利用>(104)はいずれも２

年連続減少の反動は小さくやや増加。 

○理工(100)は、２年連続やや増加の反動はなく微減で前年度並。学科別では、10 学科中６学科が減少。(人間総合理工)(69)は２年

連続大幅減少。(生命科学)(90)も２年連続減少。一方で、(電気電子情報通信工)(123)は２年連続減少の反動で大幅増加。(物

理)(109)は２年連続増加。 

<共通テスト利用方式> 

○文(102)は、５年連続減少の反動はなく微増で前年度並。専攻別では、14 専攻中 10 専攻が増加。特に、(人文社会／哲学)(153)は

２年連続大幅減少の反動で大幅増加。(人文社会／フランス語文学文化)(147)は前年度ほぼ半減の反動で大幅減少。一方で、(人文

社会／東洋史学)(62)は前年度約 3.7 倍増の反動で大幅減少、(人文社会／心理学)(65)は前年度大幅増加の反動で大幅減少、前

年度６年ぶりに増加から再び減少に転じた。 

○法(117)は、大幅増加で 2 年連続増加。学科別では、３学科全てが増加で、(国際企業関係法)(186)は５年連続減少の反動で 90％

近い激増だが、志願者数は３年連続で 1,000 人を下回った。(政治)(128)は大幅増加で２年連続増加、志願者数は３年ぶりに 1,000

人を上回った。(法律)(104)はやや増加で２年連続増加。 

○総合政策(117)は、４年連続大幅減少の反動で大幅増加だが、連続減少前の 2019 年度対比では約 66％減。学科別では、(政策科

学)(137)は４年連続減少の反動で大幅増加だが、連続減少前の 2019 年度比では約 70％減、(国際政策文化)(103)は 5 年連続減

少の反動はごく小さく 16 人増加に留まった。 
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一般方式 共テ利用方式※前年度の志願者数を100とする指数

※学部名の下の数値は学部全体の指数
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○経済(92)は、５年連続減少。学科別では、４学科全てが減少で、(経済情報システム)(82)は大幅減少で志願者数は 200 人を下

回った。(公共・環境経済)(85)は５年連続大幅減少、(国際経済)(88)は５年連続減少、(経済)(95)はやや減少。 

○商(89)は、前年度大幅増加の反動で減少。2021 年度以降前年度の反動による増減が継続。学科・コース別では、５学科・コース中３

学科・コースが減少。(国際マーケティング／フレックス)(80)は大幅減少、志願者数は 400 人を下回った。(会計／フレックス)(81)は前年度

大幅増加の反動で大幅減少、(経営／フレックス)(90)は前年度大幅増加の反動で減少。一方で、(金融／フレックス)(122)は２年連続

大幅減少の反動で大幅増加だが、志願者数は 200 人に達しなかった、(フリーメジャー・コース)(107)は前年度大幅増加に引き続きやや増

加。 

○国際経営(185)は、４年連続大幅減少の反動で激増、2019 年度の学部新設以降初めて増加。ただし、増加人数か過去２年間の減少

人数合計をわずかに上回った程度。２月募集の方式別では、<共テ単独・前期４教科>(314)は４年連続大幅減少の反動で３倍増以

上、<共テ単独・前期３教科>(240)は４年連続減少の反動で２倍増以上。一方で、<共テ・併用>(90)は前年度激増の反動で減少。 

○国際情報(111)は、２年連続増加。２月募集の方式別では、<共テ単独・前期４教科>(129)は大幅増加で２年連続増加。一方で、

<共テ単独・前期３教科>(96)は前年度倍増の反動は小さくやや減少。 

○理工(96)は、やや減少。前年度４年ぶりに増加したが再び減少に転じた。学科別では、10 学科中６学科が増加。特に、(人間総合理

工)(66)は２年連続大幅減少、(情報工)(75)は前年度増加の反動で大幅減少。(生命科学)(87)は前年度大幅増加の反動で減少、

(ビジネスデータサイエンス)(93)は３年連続減少。一方で、(機密機械工)(115)は４年連続減少の反動で大幅増加。(物理)(111)は前

年度大幅増加に引き続き増加。 

 


